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持続的な価値創造の原動力
DRIVING FORCE FOR SUSTAINABLE VALUE CREATION

1990年代～ 2010年代～創業～ 1950年代～ 1980年代～

現在に繋がる布石を打つ
バブル期の負の遺産の解消に向け、低効率・
不採算資産の処理を断行する一方で、1998年
にファミリーマート株式の取得等の布石を打つ。

川下起点の変革力発揮による総合力強化 

他商社に先駆けて非資源分野に注力し、CITIC／CPグループとの戦略的業務・資本提携、 
北米建材関連事業の強化やDole事業の買収、主要グループ会社の買増し、ファミリーマートやCTCの
非公開化等を実行。事業投資を絡めて面的・連鎖的にビジネスを創造すると共に、第８カンパニーの設立
や北米電力関連事業の事業領域拡大等、川下分野を起点とした「マーケットイン」の発想によるビジネス
モデルの変革を推進。総合力を強化し、景気変動耐性の高い収益基盤を構築。

繊維分野中心
初代伊藤忠兵衛が、大阪経由、泉州、紀州へ
初めて「麻布」の持ち下りを開始。大阪を拠点
として、繊維分野を中心に商いを拡大。

自動車・石油・食料も含めた「総合化」
非繊維の取扱比率をほぼ4割（1958年）に 

まで上昇させ総合化を推進。1960年代には、
エネルギー・機械・物資関連プロジェクト、鉄鋼
関連事業を拡充し「1兆円商社」に成長。
1977年に安宅産業㈱との合併を通じて鉄鋼
関連事業の更なる拡充を実現。

情報・通信分野の拡大
円高基調の定着を受けて、国際化・グローバル
化を推進。情報関連事業を積極推進すると 

共に、衛星事業にも参入。

初代 伊藤 忠兵衛

1918 伊藤忠商事株式会社 統合レポート2024 伊藤忠商事株式会社 統合レポート2024 19伊藤忠商事株式会社 統合レポート2024伊藤忠商事株式会社 統合レポート202418


	連結純利益の推移と沿革

